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研 究 課 題     ： 人間に近い振る舞いをする Chatbotの開発                                      

                                             

                                             

  （英文） Development of a Chatbot with Human-Like Behavior                                     

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

 本研究では、軽量な日本語拡張モデル「Phi-3-mini」を用いて、人間に近い振る舞いを持つ LINE

チャットボット「Vivid_Convo」の開発を目指した。具体的には、質問に応じたトーン選択、記憶

の活用、検索結果の統合などのアルゴリズムを実装し、認知能力・検索性能・会話能力のベンチ

マーク評価を実施した。結果、チャットボットの振る舞いが人間の 96.3%を再現可能であると評価

され、ユーザー体験を向上させる成果を得た。今後は自律的な行動計画機能の拡張を目指す。                                            

                                             

                                             

                                             

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

提案したアルゴリズムを用いたシステムは、人間の行動の 96.3%を再現することが可能であり、

既存のチャットボットの課題を克服した。一方、さらなる改良が必要な点として、会話のスタイ

ルを決めるプロンプトの修正や、タスク難易度に応じたアルゴリズム調整の重要性が明らかにな

った。以上を踏まえ、引き続き本システムの改良を行い、実用的かつ高性能なチャットボットの

開発を目指していく。                                           
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研究成果写真      ： 
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